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＜膨張 を続けるアジア＞ 熾烈な国際競争 の場 アジア

＜人口減少 が始まる国々＞ 少子高齢社会先進国 日本

＜高まる災害危険性＞ 防災・減災先進国 日本

＜増え続ける自動車＞ 公共交通先進都市 東京

2040-50年 の 世界像 と 日本・東京



戦える都市圏

国際競争 →  世界一魅力的 な活動拠点

安全安心 →  持続可能性 の高い都市

魅了する都市圏

高齢社会 →  健康寿命世界一

環境重視 →  山紫水明 の都市

2040年代 の東京 が 目指すべきもの



●「世界一魅力的 な活動拠点」 誰 にでも可能性 がある都市 ← 外的圧力：国際競争

安全・安心 のメガシティNW と 変化・多様性 に対応 できる先進性・奥の深さ

→ 常に時代 を先取りする複核・複軸・式年遷宮型「柔構造都市」

→ 名古屋・大阪 との連携強化 による国際競争力・持続可能性 の強化

→ 「多様な賢い消費者」に磨かれる「TOKYO COOL の 育成システム」

● 「健康寿命世界一 の環境都市」 誰 もが住みたい都市 ← 内的課題：高齢社会

青空 の下、健やか に老いて、穏やか に死ぬ・「働楽（生きがい社会参加）」都市

→ 公共交通結節点 を大事 にした働・学（遊）・住 の 30分圏生活域構想

→   賑わい居住 の「都心域」、自然共生居住 の「新郊外域」の選択可能性

→ 山紫水明 の 環境

2040年代 の東京イメージ



2040年代 の広域都市構造イメージ 東京連携都市圏

都心域

新郊外域

核都市連携都市軸

・鉄道 と３環状道路 の都市軸

・リニア で結ばれる３大都市圏

・環状方向 の新しい結びつき

・国際競争 の 都心

・高齢社会モデルの新郊外

・複軸＆複核の柔構造



10㎞「都心域」のイメージ

・半径10km（概ね環7）までが 「都心域」

・多様な中心地 を「活力拠点」と総称

商業業務+文化 も含めた概念

中枢性 で特定拠点 と一般拠点 に区分

・隣接部分 は「複合市街地ゾーン」

・他 は「都心域居住ゾーン」

「半径10km」は東京駅 まで概ね30分 の圏域

鉄道 20分（表定速度30㎞）+端末10分 の移動
（バス なら 2km・徒歩 なら 800m）

自動車 30分（目標混雑時平均速度20㎞） の移動



中枢業務拠点 の持続的更新 を：大丸有・西新宿・汐六

1971年 京王プラザ
1991年 東京都庁

2003年 六本木ヒルズ
2014年 環状2号線

1945年 終戦 → 1988年 大丸有協議会



環状2-４号線/湾岸線

BRT/自転車 など

JR空港新線（3方面）

8号線延伸

蒲・蒲線

新地下鉄/ゆりかもめ/LRT

舟運/ロープウェイ

新しい小規模交通システム

基盤充実 で品川・臨海 に拠点創出 を



・相直運転 で新しい結節点

半径500m以内 に

2駅・4路線 がある駅 が拡大

・協調建替え で駅まち広場

・結節 の歩行空間整備

・地上歩行者用 のサイン

地下鉄結節点 の強化 地下鉄駅 に 駅まち広場 を



回遊庭園都心 街 に溶け込む公園（海上公園 と 都心公園 の NW・首都高等 の撤去）



公共交通 も含めて 環状方向 の移動 が抜本的 に改善される

南北方向 の交通機関 がなかったが、外環 で軸 ができる

外環・都計道の整備 で環状7・8号線 の自動車負担 が軽減され、公共交通 の軸線 を用意できる

JR武蔵野線 が核都市 を結ぶ第2山手線 として活用され、駅周辺整備 でさらに利用できる

外環・圏央道で、多摩・横浜・埼玉・千葉間 を極めて短時間 で移動できる

圏央道：半径50㎞ 全周300㎞、混雑時速度70㎞ で 4時間20分 成田まで 2時間以内

外環 ：半径15㎞ 全周90㎞、 混雑時速度70㎞ で 1時間20分 核都市間 30分以内

圏央道一体 の「核都市連携自然共生都市軸域」で、新しい動き方 が でる「新郊外域」

圏央道沿線 の流通機能 の立地、リニア中央新幹線 の橋本駅設置 で遠郊外 に変化 が生まれる

従来 の「郊外」（都心 に一方通行的通勤 が行われるベッドタウン）とは全く違う生活像

新郊外域（従来の「水と緑の創生リング・核都市連携都市軸」）について
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地域生活拠点：高齢者 の社会参加 歩きたくなる街

・コミュニティ域（中学校区） 徒歩・低速個別交通手段 で 10－15分

地域包括ケアユニット：日常的 なケアセンター や簡単な物販・集会機能
公的住宅団地の再生活用

・一般生活拠点（半径2km） 低速個別手段 で 20分、コミバス + 端末 で 20分

身近な生活中心地 最寄り主要駅の駅前（後背人口10万人）子育て支援

・特定地域生活拠点（半径4㎞） 公共的交通手段利用（15分）+ 端末 で 30分

様々 な生活サービス と身近な就業 の場 を提供する地域活動 の中心地域
後背人口 は重複 が なければ 40万人規模

私事目的トリップ の 80％ は 30以内
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生活拠点イメージ
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出典：Yohoo地図
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橋本駅津久井湖

相模湖

高尾山

八王子

核都市連携自然共生都市軸域 橋本-品川 10分 高尾山・津久井湖・相模湖

多摩NT

10ｋｍ

都立高尾神馬自然公園

都立秋川丘陵自然公園 都立滝山自然公園
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2015 2040

65-74 1749 13.8 1645 15.3 104

75 1646 13.0 2223 20.7 +577
2030
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Donald Shoup, ”The High Cost of Free Parking“, APA, 2005, 5

Spiro Kostof. “The City Assembled”, Thames and Hudson, 1992, p287



2040-50
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Cool & Deep Japan
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2010 20 64 59.1
2040 20 64 50.3

20 69 58.5
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TOKYO COOL 
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